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梅雨の晴れ間、ハマユウが満開です。 

 花の中の雨蛙、雨を待っています。 

 

 

 

 

６月３０日に宮川小学校の児童１、２、

３年生の代表で２年生１５人が消防署を

訪問、奥伊勢消防署宮川出張所に「七夕

飾り」を飾ってくれました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 短冊に書いてきた願いを、竹に飾りつ

けをしました。 

「災害がおきませんように」 

「火事が起きませんように」 

「消防士になれますように」と願いをこ

めて飾りました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一人ひとり、大きな声で短冊を読んで 

願いを発表しました。 

その後、消防職員に助けてもらいなが

ら、笹に飾りつけました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 また全員が消防署職員の服を着て、「ち

びっ子消防士」の体験をしました。 

 ････七夕の願いが叶うかな。 

 

 

 

 

  

 

 

 

最後に消防車の説明を受け、車に乗り

込み、色々な機器・ウインカーなど触り

楽しみました。 

 

 

宮川小の児童１５人が、 

七夕飾りをしました。 
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小暑・大暑の頃 

「七夕」「土用の丑」暦の上で暑さが本格的になる頃です。 

梅雨が明け、二十四節気の中の一つ「小暑」を迎え暑さが 

増してきます。セミも鳴き始め、暑中見舞いを出すのもこの頃です。 

■ 七夕の日 

現在の暦の７月７日の「七夕」は梅雨で星の見えない日が多いです。 

 旧暦の７月は秋の季節で、七夕は秋の行事として位置付けられます。 

７月７日は（平成２７年では）８月２０日に当り、残暑の頃で立秋が過ぎて、夕方

などは秋の気配も感じられる頃です。 

■小暑の候 

 お盆行事のー環として行われていた、古くは日本の神事であった「棚機」（たな

ばた）、織姫･彦星の伝説、奈良時代中国から伝わった「乞巧奠」（きこうでん）、宮

中や貴族の家で行われていた行事、７月７日の夜に織女星にあやかり、機織りや手

芸の上達を願うお祭りです。 

現在七夕行事は、織姫星と彦星が年に１度だけ天の川を渡り再開が許された特別

な日にあやかり、短冊に願い事を書いて笹や竹を飾るお祭りです。 

■温風至（あつかぜいたる） 初候 

雲の間から注ぐ陽が、だんだんと強くなるころ。 

温風とは湿った空気が山を超え、乾いた温かい風となって吹き降ろす、フェーン

現象のことを表しているとも言われています。 

■蓮始開（はすはじめてひらく） 次候 

 蓮がゆっくりと蕾をほどき、花を咲かす頃。水底から茎を伸ばし、水面に葉を浮

かべ、綺麗な花を咲かせる蓮ですが、花が咲いて４日目には散ってしまいます。 

■鷹乃学習（たかすなわちわざをならう）末候 

 五・六月に孵化した雛が、巣立ちの準備をする頃。独り立ちできるよう、飛び方

を覚え、獲物の捕り方を覚え、「独り」ということをーから学びます。 

■旬の食べ物 

 土用丑の日にあたる土用は、「立秋」の前、約１８日間で、十二支の丑の日がそ

れで、今年は、７月２４日と８月５日が「土用の丑の日」となります。 

ところで、鰻（うなぎ）って何時ごろから食されていたのでしょう。 

鰻を食べる習慣の由来･･･有名なものをひとつ 

江戸時代うなぎ屋が、「うなぎが売れないで困っている」と、平賀源内に相談し

ましたところ「゛本日丑の日゛という張り紙を店に貼る」という発案が功を奏し大

繁盛になり、夏の「土用の丑の日」が定着したようです ｡二十四節気｜暦生活より 

 

 

 

http://azukichi.net/season/month/july0003.html


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

後期高齢者の被保険者証が変わります。 

  

新しい被保険者証（ピンク）が７月下旬頃、簡易書留にて自宅へ郵送されます。 

 現在の保険者証（若草色）は、８月１日以降使えません。 

新しい被保険者証（ピンク）が届いたら、古い被保険者証（若草色）は、役場

に返してください。 

 

「限度額認定証」の発行を受けることで、入院時の負担（食事療養費や生活療

養費等）が変わります。役場 健康ほけん課・出張所 窓口に相談・申請をして下

さい。≪住民税非課税世帯に属する被保険者が入院するとき･････≫ 

病院の窓口に提出すると食事代が減額されます。 

 

 

 

７月～１１月に「後期高齢者健康診査」

が実施されます。 

 ７５歳以上の方に「受診券」（緑色の封

筒）が届きます。生活習慣病の早期発見

のために健康診査を受けましょう。 

 

 奥伊勢消防署 宮川出張所では「消火栓調査」を行います！！！ 

○消火栓点検・ホース・筒先などの確認 

○消 火 栓 ７１ヶ所・防火水槽 ２２基を確認し見回り点検 

○期  間 領内地域内 ７月１日から９月中頃まで 

調査点検は、「職員研修」「ホース収

納庫・消火栓の位置」「消火栓の蓋の開

閉」「ボックス内のバルブの作動の点

検」、また、「ボックス内に泥が入り込

んでいないか」など、１つひとつを点

検します。 

＝皆様に気をつけて頂きたいこと＝ 

消火栓の周りは、黄色い線で囲まれ

ていて「駐車禁止」で、必ず側に消火

栓ボックスが有ります。 

車が駐車していると、消火活動が出

来ません。日頃から、意識し注意をし

て頂くことで、安心して頂ける地域活

動を行う事が出来ます。 
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あとがき 今年もやります！！領内盆おどり実行委員会の会議が始まり、委員２８名

で盆おどりの準備に取り掛かりました。今年もお楽しみいっぱいです。 

８月１３日は「領内盆おどり」で決まり。皆さまお誘い合わせて来て下さい。(木下） 

 

日時 平成２７年８月１３日（木）午後７時より ※雨天時は、体育館で開催 

 場所 領内地域総合センター（小滝） 

 内容 おどり・夜店（ヨーヨー釣り、フランクフルト、かき氷、飲み物など） 

     

企画運営のスタッフの皆さまをご紹介いたします。 

明豆区  宮口晴司 天野良英 東 隆司  

小滝区  松林久郎 大西 豊 北野清市 上岡敏文 

神滝区  吉村雅之 宮口忠司 森下裕之 

滝谷区  古畑壽一 尾上 学 地崎 均 

大井区  出口正和 森野哲也 戸川昌二 

南 区  保田正己 小掠弘治 羽山美文 

唐櫃区  黒田 章 森本 寛 山田 昇 

地域活性化グループ  

地﨑賢治 岸 良隆 中村 稔 松本幸輝 山下 晃 久保元伸  

事務局  楢井長弘 木下みのり 

 
 

「絵手紙教室」 

 お友達や、家族への手紙に絵という思い 

を添えて届けてみませんか？ 

 毎月１回絵手紙愛好家が集り教室を開催 

します。 

始めての方もぜひご参加ください。 

道具がない方は、お貸しできます。 

日 時 ８月４日（火）第１火曜 

     午後１時３０分～３時まで 

場 所 領内地域総合センター 

     電話 ７７－２００１ 

 

 

７月７日の作品です。  

お誕生日カードとしてお届けいたします。 


